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情報収集、何から始めればいい？ 

レポートを書くとき、卒論を書くとき、 

情報収集をしたいけど何から始めればいいのかわからない、という方はこちらをご覧下さい。 

           学習・研究に必要な資料を集めるとき、レポートを書くとき、あなたは何を使って情報収集を行いますか？ 

                                   インターネットの検索エンジンを真っ先に使う方が多いのではないでしょうか？ 

                                            確かにインターネットは情報収集をする際に非常に便利ですが、  

                                                    インターネットの情報は玉石混交の状態です。 

             その情報が本当に正しいかどうか、情報の受け手側がきちんと評価し判断する必要があります。        

            一方、図書館のホームページでは信頼できる情報を提供している各種データベースを案内しています。 

            このクイックガイドでは、図書館が案内している各種データベースを使って情報収集を始めるときに、 

       どのデータベースを利用すればよいのか、利用する資料の種別によるデータベースの選択の仕方をご案内します。 

＊各データベースの使い方については、それぞれのクイックガイドをご覧下さい。 

鹿児島大学附属図書館 情報リテラシー支援室 

１、図書から資料収集を行う！ 

 図書とは、ある特定の主題に関して記述してあり、単発的（非定期的）に出版されるもののことを指します。 

 図書を使って情報検索を始めるときは以下の４つのデータベースのどれかから始めることをお薦めします。 

２、雑誌から資料収集を行う！ 

 雑誌とは、複数の論文・記事を収録しており、定期的、継続的に終期を予定せずに刊行されているもののことを指します。 

 (一連の巻号が付与されています) 

 雑誌を使って情報検索を始めるときは以下の２つのデータベースのどれかから始めることをお薦めします。 

＊データベースには、非常に多くの種類があります。ここで紹介しているデータベースは初学者向けのほんの一部です。 

 図書館ホームページでは他データベースの案内もしていますので、ぜひ色々なデータベースを利用して下さい。 

ブックマCatalog 
(鹿児島大学蔵書検索) 
鹿児島大学にある雑誌を 

検索します。 

ここで見つかった雑誌は、 

すぐに入手できます。 

（研究室所蔵雑誌については 

 少し時間がかかります） 

○4  Webcat Plus 
全国の大学図書館や公立図書館が所蔵している図書を検索することができます。 

連想検索ができるので、テーマが漠然としているときなどに便利です。 

ただし、ヒットした図書全てが入手できるとは限りません。 

必ず、鹿大に所蔵があるかどうか確認して下さい。 

鹿大には所蔵がない場合でも他大学より取寄せを行うことで入手することができます。 

（ただし、取寄せは有料です） 

○2  電子書籍 

・学内ネットワークに接続された端末からア

クセスすること 

・読みたい本を他に誰かが読んでいないこと 

 （＊同時アクセス数１のため） 

この２条件さえクリアすれば、 

パソコン上で全文を読むことができます。 

○3  CiNii Books 
全国の大学図書館等に所蔵している本を検索することができます。 

ただし、ヒットした図書全てが入手できるとは限りません。 

必ず、鹿大に所蔵があるかどうか確認して下さい。 

鹿大には所蔵がない場合でも他大学より取寄せを行うことで 

入手することができます。（ただし、取寄せは有料です） 

○1  ブックマCatalog(鹿児島大学蔵書検索) 
鹿児島大学にある本を検索します。 

ブックマCatalogで見つかった本は、 

貸出中でない限りはすぐに入手できます。 

（研究室所蔵本については少し時間がかかります） 
 

電子ジャーナルポータル 
鹿児島大学で購読している電子ジャーナルを検索します。 

購読している雑誌は、web上で本文が入手可能です。 

＊学内ネットワークに接続された端末からアクセスして下さ

い。学外から接続したい場合は、VPN接続を利用できます。 



このクイックガイドに関する質問やご意見・ご要望は下記までお願いします。 

E-mail:joho@lib.kagoshima-u.ac.jp 
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３、雑誌記事・論文から資料収集を行う！ 

 雑誌記事・論文から資料収集を始める場合には以下の様なステップを踏むことで資料が入手できます。 

○1 「どのような記事・論文があって、何という雑誌に収録されているか」を調べる。 

 →この時に使うデータベースが「論文・記事データベース」です。 

○2 その雑誌が鹿大で入手可能かどうかを調べる。 

 ＊Web上で入手できる場合（電子ジャーナル）と冊子で入手できる場合とがあります＊ 

欧文の学術論文・記事を探す 

○1 CiNii Articles 

国内学協会の学術雑誌、大学等の研究紀

要に収録されている論文を検索できる

データベースです。 

論文によっては、Web上で入手できる本

文へのリンクも提供されています。 

○2 医中誌WEB 
医学系の日本語文献を探す際の基本となる

データベースです。 

国内で発行されている医学・薬学・歯学 

および看護学・獣医学などの 

関連領域の約2,400誌の定期刊行物から 

年間約30万件以上の文献を採択しています。 

○3 Scopus 
全分野（科学・技術・医学・社会科

学・人文科学）、世界5,000社以上の出

版社、逐次刊行物22,000タイトル、会

議録90,000イベント、書籍130,000タ

イトルから、6,500万件の文献を収録し

ており、幅広い文献検索が可能です。  

日本語の学術論文・記事を探す 

【論文・記事データベース】 

 記事・論文データベースには各分野ごとのデータベースがあります。以下に挙げた３つは代表的なデータベースです。 

 分野ごとのデータベースについては図書館ホームページの「サービス一覧」→「データベース一覧」をご覧下さい。 

データベースに表示されている「鹿大Full Text Navigation」をクリック！Web上で本文入手が可能な場合、本文入手先

へ誘導されます♪ Web上では本文入手が不可能なものはブックマCatalog(鹿大蔵書検索システム)で鹿大に所蔵があ

るかどうかを調べる必要があります。 

所蔵あり 

→所在場所に行って、入手することができます。 

所蔵なし 

→鹿大では入手が不可能ですが、他大学等より複写物を取

寄せることができます。（有料） 

４、新聞記事から資料収集を行う！ 

現物（新聞）を直接見るのも１つの手ですが、新聞記事データベースを利用することで効率的な資料収集ができます。 

鹿大で利用可能な新聞記事データベースは以下の4つです。 

南日本新聞データベース 
南日本新聞提供の新聞記事の 

フルテキストデータベースです。 

新しい記事は、紙面掲載翌朝に 

追加登録されます。 

（1日あたり約250件） 

・南日本新聞記事ー1995年～ 

・共同配信記事ー2005年～ 

聞蔵Ⅱビジュアル 

朝日新聞社提供の新聞と

雑誌のフルテキストデー

タベースです。 

【コンテンツ内容】 

・朝日新聞 1985年～  

・週刊朝日、AERA 

・朝日新聞縮刷版 

 1945～1999年 

・知恵蔵 

Westlaw Next 
世界各国の新聞約4,200紙を収

録しているフルテキストデー

タベースです。 

【コンテンツ内容例】 

・Washington Post , The 
Guardian など 

★詳しい使い方はクイックガイ

ド「海外の新聞記事を探すな

ら？[Westlaw Next]」を参照し

てください。 

以上、資料の種別による簡単なデータベースの紹介です。 

便利なデータベースが他にも多くありますので、お気軽に図書館職員にお尋ね下さい。 

（2018/04/01現在） 

毎索 

毎日新聞社提供の新聞と

雑誌のフルテキストデー

タベースです。 

【コンテンツ内容】 

・毎日新聞 1872年～  

・週刊エコノミスト  

・毎日ヨロンサーチ  

・20世紀2001大事件 

・毎日新聞社史 


